
茨城県作業療法士会
新型コロナウイルス感染症に関する

状況調査 結果

調査期間：2020/6/5－2020/7/5

回答者数：99



回答者属性



回答者属性



家庭環境について

・お店に入る時に店員に睨まれた。
・子供の通う園からの登園拒否



家庭環境について



家庭環境について



家庭環境について



仕事・職場について



仕事・職場について

【その他意見】
・院内会議をzoomで実施
・県外への外出は届出をする
・慣れない仕事への従事
・臨時感染委員会の開催
・スタッフルーム内の環境調整
・食事中の私語厳禁



仕事・職場について

患者等からのキャンセルにより 患者・利用者数が減少した

施設側から断り患者・利用者数が減少した

受け入れ拒否による転院・転所の延期

手術件数の減少

集団活動の中止

利用サービス等の中止に伴う代替利用による患者・利用者数の増
加

主治医・ケアマネジャー等の紹介による患者・利用者数の増加

特に変化なし

【その他意見】
・他院での受け入れ拒否により、受け入れを行った
・利用者自身が面会や外に出れないことにストレスを感じ、不安や不満等が増えた



仕事・職場について

【その他意見】
・ボランティアの受け入れ中止
・外来診療のみの担当のセラピストや各病棟に出入りするセラピストを固定した
・外来診療を休止した



仕事・職場について

・訓練室の常時換気、レイアウト変更、対面シールドの作成、使用エリアを限定しゾーニングを実施。
・手洗い、手指消毒の徹底、フェイスシールド着用した上での訓練実施。
・患者に対するセラピストの立ち位置の考慮。
・三密考慮、物品消毒の徹底。
・入院外来の担当を限定、入院担当内では各病棟ごとに担当者を限定。
・外来作業療法を休診し、入院患者との接触を回避。
・外部からの来訪者の体調管理の問診を実施。
・スタッフの昼休みを分ける、黙食する。
・ミーティングや会議を減らした。zoom会議を実施。
・コロナ対策を目的に休む利用者に対して、自主トレメニューを渡し廃用予防へ取り組んだ。
・学習会を実施し、正しい知識に基づいて患者とともに感染対策に取り組むこと、誰もが主体的に感染対策を行うことを目指した。
・作業療法場面において不足マスクの作成の機会を作るとともに、職員に材料の寄付や作成ボランティアを募った。
・介入前に患者さんにも手洗いを実施してもらった。
・精神科では集団活動がメインになるため、物品管理の方法や環境設定を実施。入院とデイケア・外来の接触を減らす工夫をした。

感染対策において、工夫した点、取り組みを行ったことなどがあれば教えて下さい。（自由回答）



仕事・職場について

（1/2

）



仕事・職場について
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）



作業療法部門について（作業療法部門代表者のみ回答）



作業療法部門について（作業療法部門代表者のみ回答）

上記質問に対し「ある」と回答した方は、取り決めの内容を教えて下さい。（自由回答）

・コロナ疑いの段階から介入を見送る
・PCR検査の結果が陰性になったことを確認してから介入する
・PCR検査が2回以上陰性となり、病棟では対応できないリハビリテーション対象者のみ実施
・厚生省の指針に準ずる
・陽性患者や疑わしい人は転院対策方向となった。後方支援病院として機能を発揮できるように対策は構築検討していた。
・デイケアにおいて、発熱などの症状がある、対象者家族に症状がある場合は中止。東京方面に外出をした家族がいる場合、部分隔離にて
様子観察。
・PCR検査陰性後に感染対策室と主治医の指示の下リハを実施する。


